






研究目的 

 胎盤の機能障害が慢性的に長く続くものでは,IUGR になりやすく,妊娠中は fetal 

distress を,出産時には新生児仮死をみることが多い。したがって,周産期死亡や脳障害,

眼障害を残すような重篤な後遺症の発生を減少させるために出生前から対策を立てること

が最重要課題である。私共は組織呼吸賦活剤である solcoseryl を胎盤機能障害の妊婦に用

いる可能性について,昭年 55,56 年と妊娠ラットを使用して実験的基礎的に検討し,その可

能性を示唆した。本年度はヒトの胎盤機能不全症候群(PDS)を合併した IUGR 妊婦 37 例に使

用してその効果について検討した。 


